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哀 辞

堀江保蔵名 誉教授 は平成3年8月23日 にお[±=くな りにな りま した

ま ことに哀惜 の情 にたえませ ん

先 生は昭和3年 京都帝 国大学経済学部 をご卒=業の後 副手 講 師

をへて昭和9年2月 助教授 に就任 されま した 昭和⑳ 年3月 「経済

史」講 座担 当 の教授 に昇任 され 以来 同42年3月 に ご退 官 になるま

で ひ ろ く経済史 の研究 教 授 に専念 され ま した この間先生 は

(1)徳川 時代諸藩 の専売制度の研究(「 我 国近仕:σ)専売制 度」 「近世 日

本の経済政策」 な ど)② 日本資本主 義発達史 の研究(「 日本資本主

義の成立」 「明治維 新 と経済近 代化」 な ど)B)経 済発 展 にお け る企

業家 の役割 にか んす る.研究 お よび 「家」 の理 念 を導 入 した経営史 の

研究(「 日本経 営史 におけ る 『家』 の研究」)な ど い くつかの領域

で真 に開拓者的 な業績 を残 してお られます

先生 は これ らの ご研究 のかたわ ら 学 内で は経済 学部長 附属 図

書館長 評議員 東南 ア ジア研究 セ ンター所;iを雪務 代理 を歴任 され

京都大学 の発展 のために寄与 され た ご貢 献に;ヒい し ご退官 のお り
　

に京都大学名誉教授の称号を受けられました また学外 において も

日本学術会議会員 学術奨励審議会委員 社会経済史学会および日

本経営史学会の理事等の重責を果たされ1学 会活動ならびに文教行

政において指導的役割 を果たされました 先生のご活躍は退官され

てか らも続け られ 京都産業大学副学長 同大学図書館長 としてカ

リキ ュラムの全面的改革 図書の整理業務における計算機の導入な

ど 同:大学の発展に努力されました

先生の遣 された優れたご業績 とご指導を偲 びなが ら わたくした

ちの深い哀悼の印にこの追悼号を捧げます

平成3年11月

京都大学経済学会


